
 

★平成30年度（2018年度）「修了」の日 

みんなの頑張りで、五中は「一歩前へ」さらに前進！ 
 3月14日（木）、第65回卒業式が行なわれ、65期生113名が力強

く五中を巣立っていきました。感動的な素晴らしい卒業式になりまし

た。もちろん65期生の態度、卒業の言葉や歌が良かったことは言うま

でもありませんが、その舞台を作ってくれたのは、1・2年生全員の頑

張りがあったからこそだと思います。一つひとつのいすをていねいに

並べ、ほこりひとつ落ちていない美しい会場づくりと後片付けをして

くれた1年生・67期生、予定時間より少し長くなりましたが、最後まで集中力を切らさず、在校生代表

として立派な態度で参列し、送別の言葉や歌（はばたこう明日へ）を気持ちを込めて卒業生に届けてく

れた2年生・66期生、みなさん、本当にお疲れ様でした！、そして、心からあ

りがとうございました！ 

 さて、本日無事に、本年度の修了の日を迎えました。昨年4月の入学式・始

業式から約一年、みなさん一人ひとりそれぞれの決意、夢、目標の達成状況は

いかがでしょうか？ 

五中全体として評価すれば、大きく前進した1年だったと感じています。 

私は 1学期始業式で、今年度頑張ってほしいこととして 3点あげました。

「あいさつ」「授業」「清掃」です。3点ともみなさんよく取り組んでくれまし

た。「五中生が気持ちよいあいさつをしてくれました。」「学校が静かで落ち着いていますね」「学校がき

れいですね」など、学校に来られたお客さんからよく言われるようになりました。また、授業参観や体

育大会、人権フェスタ「ひまわり」、「ありがとうを歌う会」などの学校行事を参観された保護者や地域

のみなさんは、五中生の発表する態度、聴く姿勢、頑張っている姿を見て感心し、笑顔になり安心して

帰っていかれます。五中生みんなの頑張りややさしさ、個性や連帯感が伝わり、認めてもらっているの

です。これはすごいことだと思います。そして続けなくてはならないし、もっと

もっと良い学校にしていかなくてはならないと思います。 

 4月5日（金）は入学式、みなさんの後輩となる第68期生が入学してきま

す。そして8日（月）は、ひとつ上の学年に進級し、新しい 1年の出発点となる

新年度の始業式です。気持ちを新たにして、よいスタートが切れるように準備し

ておきましょう！始業式で、今よりもっと成長した素敵な笑顔に会えることを楽

しみにしています。 

卒業式に参列された来賓・保護者の感想より（抜粋） 

・3年生のエネルギーあふれる歌に感動した。 

・生徒たちが規律正しくて良かったです。落ち着いた式ですばらしかったです。 

・在校生もてきぱき動作をしてくれて気持ちよかった。また、心のこもった挨拶も 

よかった。 

・とても感動して良かったです。多くの皆様の心のこもった準備のおかげです。先生や生徒の 

皆様、PTA、支えてくださっている皆様に感謝です。ありがとうございました。 
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★2019年度 前期生徒会役員を選出！ 

    五中を「もっとよくしたい」熱い想いが満ちあふれました！ 

 3月 19日（火）5限、体育館において、2019年度前期生徒会役員選
出のための立会い演説会が行なわれました。立候補者が生徒会活動活
性化に向けた決意を語り、応援演説者が立候補者の良いところや頑張
っている姿をアピールしてくれました。 
 今回、会長と書記は 1名ずつの立候補で拍手承認となりましたが、

副会長と会計は複数の立候補があり、演説会終了後各教室にて投票による選挙が実施されまし
た。7名すべての立候補者が、五中をもっとよくしていきたいという熱い思いを語り、1・2年生
全員がしっかり話を聴き、一人ひとり自らの判断で投票してくれたと思います。勇気をふりしぼ
って立候補してくれたみなさんには、心からの敬意と感謝の気持ちでいっぱいです。本当によく
頑張ってくれました！ありがとうございました！ 
 また、裏方で支えてくれた選挙管理委員会の皆さん、本当にお疲れさまでした。五中をさらに
素敵な学校にしていくために、五中生全員の心をあわせて前へ進めていきましょう！選出された
役員のみなさんはその先頭に立って活躍してくれることを大いに期
待しています！ 

★行為の意味・・・ 
 この1年間、学校だより「夢バトン」を通じて学校の様子やみんなの頑張り、五中の
良い面や課題、校長の想いや願いをお伝えしてきました。その中で、クリスマスソング
「ジングルベル」の作詞者としても知られる宮澤章二さんの詩を所々で紹介してきまし
た。高校教員の経歴があり青春前期の若者たちのために、童謡や校歌の作詞などもされ
てきた方です。（平成17年逝去）素敵な詩がたくさんあるので味わってみてください！ 

行為の意味 
宮澤 章二 

――あなたの＜こころ＞はどんな形ですか 
と ひとに聞かれても答えようがない 
自分にも他人にも＜こころ＞は見えない 
けれど ほんとうに見えないのであろうか 
 
確かに＜こころ＞はだれにも見えない 
けれど＜こころづかい＞は見えるのだ 
それは 人に対する積極的な行為だから 
 

 
 
同じように胸の中の＜思い＞は見えない 
けれど＜思いやり＞はだれにでも見える 
それも人に対する積極的な行為なのだから 
 
あたたかい心が あたたかい行為になり 
やさしい思いが やさしい行為になるとき 
＜心＞も＜思い＞も 初めて美しく生きる 
――それは 人が人として生きることだ 

「行為の意味/青春前期のきみたちに」 

ごま書房新社より 

★保護者のみなさまへ・・・ 
本日、無事に本年度修了式を迎えることができました。保護者のみなさまの 

あたたかいご理解とご支援、ご協力があったからこそと、心より感謝申しあげます。 
１年間、本当にありがとうございました。 
本校の教育に関しましては、良好に向かいつつもまだまだ多くの課題があると認識してお

ります。今後とも、保護者の皆さまとの信頼関係を大事にして、五中生のやさしさや素直さ
など良い面をさらに伸ばしながら、五中教育の発展に向けて一層努めてまいります。 
平成３１年度（２０１９年度）もなにとぞよろしくお願い申しあげます。 

２０１９年度 前期生徒会役員のみなさん 
会 長：村上 太一（２－３） 副会長：石尾 真鈴（１－２）  
書 記：北之坊彩萌（２－２） 会 計：山中 勇輝（２－４）  



 


